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語文123（2024・12　大阪大学国語国文学会）

同
情
を
誘
う
悪
女

―
『
石
言
遺
響
』
万
字
前
に
注
目
し
て

―

池
　
　
田
　
　
真
紀
子

一
　
異
質
な
悪
女
像

文
化
年
間
初
頭
の
後
期
読
本
は
、
仇
討
を
重
要
な
あ
ら
す
じ
と
す
る
作
品

が
多
い
。
特
に
曲
亭
馬
琴
の
作
品
で
は
、
登
場
人
物
の
善
と
悪
の
性
質
を
示

す
記
述
が
見
ら
れ
、
因
果
応
報
の
あ
ら
す
じ
を
主
と
し
て
物
語
が
展
開
す
る

傾
向
が
あ
る
。
悪
人
に
害
さ
れ
た
善
人
た
ち
は
悪
を
討
っ
て
繁
栄
し
、
悪
人

は
そ
の
悪
事
に
見
合
っ
た
最
期
を
迎
え
る
と
さ
れ
る（

（
（

。

『
石せ
き
げ
ん
ゐ
き
や
う

言
遺
響
』（
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊
）
は
、
前
述
し
た
作
品
群
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
仏
教
長
編
説
話『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』（
寛
延
元

年
（
一
七
四
八
）
刊
）
以
下
、『
霊
鐘
記
』）
と
い
う
同
時
期
の
作
品
群
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
題
材
を
主
な
典
拠
と
し
て
お
り（

（
（

、
そ
の
た
め
か
、
作
者
の
以

前
の
作
品
に
比
べ
て
、
異
質
な
悪
人
が
登
場
す
る
。

本
作
冒
頭
で
は
、
藤
原
宗
行
と
日
野
俊
基
の
怨
霊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宿

怨
」
を
晴
ら
そ
う
と
、「
禽
獣
に
生し
よ
うを

か
へ
里
人
を
悩な
や
まし

」「
女
人
に
生し
よ
うを

引ひ
き

。

障し
よ
う
げ礙

を
な
さ
ん
」
と
談
合
し
、
姿
を
消
す
。
以
降
の
本
文
で
は
、「
蛇
身
鳥
」

と
な
っ
た
俊
基
の
怪
異
と
、
そ
れ
を
討
伐
す
る
日
野
良
政
が
登
場
し
、
恩
賜

の
女
人
万
字
前
が
怨
霊
の
影
響
と
見
ら
れ
る
騒
動
を
起
こ
す
。
本
作
全
体
の

構
成
で
は
、
俊
基
の
娘
で
あ
る
月
小
夜
の
縁
者
が
、
万
字
前
と
そ
の
夫
で
あ

る
隈
高
業
右
衛
門
に
害
さ
れ
る
。
仇
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
日
野
俊
基
を

供
養
す
る
鐘
が
建
立
さ
れ
、
物
語
は
終
わ
る
。

本
作
に
は
、
登
場
人
物
が
も
つ
善
悪
の
性
質
が
明
瞭
に
区
別
で
き
な
い
記

述
が
見
ら
れ
る
。
万
字
前
に
関
す
る
文
脈
に
は
、
生
来
悪
人
の
性
質
を
持
つ

と
さ
れ
な
が
ら
も
、
当
初
は
善
良
な
振
舞
い
を
し
、
怨
霊
の
影
響
に
よ
っ
て

悪
事
を
重
ね
て
い
っ
た
と
読
め
る
記
述
が
あ
る
。
馬
琴
の
本
作
以
前
の
作
品（

（
（

に
登
場
す
る
悪
人
は
、
悪
人
と
し
て
の
出
自
や
性
質
を
も
ち
、
常
に
悪
事
を

企
む
。
倫
理
観
の
欠
如
や
残
虐
性
な
ど
も
端
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
行
い
に
見

合
っ
た
最
期
を
遂
げ
る
。
つ
ま
り
、
悪
人
は
ひ
た
す
ら
悪
に
徹
す
る
も
の
と

し
て
描
か
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
人
物
た
ち
と
比
較
す
る
と
、
万
字
前
に
は
内
面
の
苦
し
み
を
描

い
た
記
述
が
多
く
、
死
の
間
際
に
は
改
心
し
て
、
反
省
の
弁
を
述
べ
る
。
加
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え
て
、
死
後
は
元
夫
の
良
政
の
家
臣
に
よ
っ
て
、
主
君
の
元
妻
と
し
て
火
葬

さ
れ
る
。
上
記
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
本
作
の
万
字
前
は
、
作
者
の
そ
れ
ま

で
に
描
か
れ
た
悪
人
像
と
大
き
く
異
な
る
。
読
者
の
同
情
を
誘
う
か
の
よ
う

な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
異
質
な
悪
人
像
と
考
え
ら
れ
る
万
字
前
に
焦
点
を
あ
て
、
先

行
研
究
で
深
く
考
察
さ
れ
な
か
っ
た
、
実
子
へ
の
執
着
心
や
亡
父
の
仇
討
と

い
っ
た
観
点
に
着
目
し
、
本
文
全
体
か
ら
人
物
造
形
を
明
ら
か
に
す
る
。
加

え
て
、
本
作
以
前
の
作
品
に
見
ら
れ
た
悪
女
像
と
も
比
較
し
、
そ
の
特
異
性

を
明
ら
か
に
す
る（

（
（

。

二
　
万
字
前
と
万
寿
ノ
前

万
字
前
は
、
夫
の
寵
愛
を
め
ぐ
っ
て
、
善
良
な
月
小
夜
に
嫉
妬
し
て
迫
害

す
る
人
物
で
あ
る
。
万
字
前
の
性
質
や
悪
行
、
行
動
の
契
機
と
な
る
事
象
に

つ
い
て
、
典
拠
の
内
容
も
含
め
て
確
認
す
る（

（
（

。

『
石
言
遺
響
』
冒
頭
の
怨
霊
た
ち
の
談
合
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
し

て
、
先
に
万
字
前
・
月
小
夜
・
良
政
の
出
会
い
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
万
字

前
は
、
蛇
身
鳥
討
伐
の
褒
美
に
「
宿
の
妻
」
と
し
て
良
政
に
下
賜
さ
れ
る
が
、

既
に
月
小
夜
と
の
婚
姻
の
約
束
が
あ
っ
た
。
良
政
は
勅
命
を
断
れ
ず
万
字
前

を
妻
と
し
、
や
が
て
月
小
夜
と
も
婚
姻
す
る
。
二
人
の
妻
は
と
も
に
美
し
く
、

当
初
は
互
い
に
正
妻
の
座
を
譲
り
あ
い
、
良
政
は
「
い
づ
れ
を
正
妻
い
づ
れ

を
傍て
か
け妻

と
も
定
め
が
た
く
」
思
い
、
二
人
の
立
場
に
差
が
な
い
状
態
を
維
持

す
る
。
と
こ
ろ
が
、
万
字
前
は
生
来「
こ
ゝ
ろ
直す
ぐ

な
ら
ず
」「
假か
り

に
言こ
と
ばを

飾か
ざ

り
。

お
の
れ
を
ま
げ
て
」
と
い
う
性
質
を
も
ち
、
先
に
二
児
を
産
ん
だ
月
小
夜
が

「
お
の
づ
か
ら
人
の
お
も
ひ
よ
せ
多お
ほ
くて

時と
き

め
き
」と
い
う
様
子
を
見
て
、
嫉
妬

を
覚
え
る
（
第
五
編
）。

典
拠
の
『
霊
鐘
記
』
で
は
、
こ
の
箇
所
の
設
定
が
や
や
違
う
。
良
政
に
は
、

先
に
正
妻
の
万
寿
ノ
前
と
娘
の
香
首
姫
が
い
た
。
月
小
夜
が
屋
敷
に
や
っ
て

く
る
と
、
万
寿
ノ
前
は
歓
迎
す
る
が
、
直
後
か
ら
良
政
が
月
小
夜
ば
か
り
と

行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
万
寿
ノ
前
は
蔑
ろ
に
さ
れ
る
。『
石
言
遺
響
』
の
万

字
前
と
同
様
に
、「
疾シ
ツ
ト妬

ノ
心
ハ
毒ド
ク
ジ
ヤ虵

ノ
如
シ
ト
、
外ゲ
メ
ン面

ハ
菩
薩
ノ
如
ニ
シ

テ
、
内
心
ハ
夜
叉
ノ
如
シ
。」と
し
て
、
万
寿
ノ
前
は
内
心
を
偽
る
。
そ
し
て
、

こ
の
ま
ま
月
小
夜
が
懐
妊
す
れ
ば
、
我
身
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
と

考
え
、
や
が
て
月
小
夜
と
の
溝
が
生
じ
る
。
本
文
に
は
注
が
挿
入
さ
れ
、「
一

説
ニ
万
寿
ノ
前
兼
日
ヨ
リ
総
シ
テ
疾
妬
ノ
心
深
ク
故
ニ
良
政
卿
ニ
モ
悪
思
召

ケ
リ
ト
」
と
あ
る
（
巻
之
二
）。

こ
こ
で
、
良
政
の
関
心
が
月
小
夜
に
集
中
す
る
の
に
は
、
明
確
な
理
由
が

あ
る
。
良
政
と
出
会
う
前
、
月
小
夜
は
琴
の
秘
法
を
学
ぼ
う
と
し
て
、
高
道

仙
人
を
訪
ね
る
。
仙
人
は
月
小
夜
の
姿
を
見
る
と
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
ひ

ど
く
警
戒
し
、
一
瞬
通
力
を
失
い
か
け
る
。
良
政
と
の
出
会
い
に
お
い
て
も
、

月
小
夜
の
美
し
さ
が
描
写
さ
れ
る
。
万
寿
ノ
前
と
月
小
夜
の
容
姿
に
つ
い
て
、

本
文
で
直
接
的
に
対
比
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
良
政
は
月
小
夜
の
美
貌

に
魅
了
さ
れ
た
と
読
め
る（

（
（

。

『
霊
鐘
記
』の
万
寿
ノ
前
は
、
生
来
嫉
妬
深
い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
月
小
夜

が
や
っ
て
く
る
以
前
に
悪
事
を
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
正
妻
と
側
室
と
い

う
立
場
の
差
も
、
夫
の
関
心
を
取
り
戻
せ
な
い
万
寿
ノ
前
の
焦
り
と
嫉
妬
心

を
強
調
し
て
い
る
。
田
中
則
雄
は
、
こ
う
し
た
万
寿
ノ
前
の
姿
を
「
敗
北
者

15
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挫
折
者
」
と
位
置
付
け
る（

（
（

。『
石
言
遺
響
』
の
万
字
前
は
、
素
直
で
な
く
内
面

を
隠
す
人
物
と
さ
れ
る
が
、
万
寿
ノ
前
と
同
様
に
、
本
人
の
性
格
が
そ
の
ま

ま
悪
事
に
結
び
付
く
わ
け
で
は
な
い
。
万
字
前
と
月
小
夜
の
立
場
は
対
等
で

あ
り
、
表
面
上
は
妻
同
士
の
諍
い
も
な
い
。
万
字
前
の
嫉
妬
は
、
月
小
夜
の

子
ど
も
の
誕
生
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

次
に
月
小
夜
が
呪
わ
れ
る
場
面
に
注
目
す
る
。『
石
言
遺
響
』
で
は
、
月
小

夜
を
憎
む
万
字
前
の
感
情
が
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
く
。
あ
る
日
、
月
小
夜
は

夢
の
中
で
、
万
字
前
が
「
木
舩
明
神
」
で
「
丑
の
時
参
」
を
す
る
様
子
を
見

る
。
そ
こ
で
の
万
字
前
は
、「
お
の
れ
つ
き
さ
や
。
殿
の
こ
ヽ
ろ
を
蕩と
ら
かし
て
。

人
も
な
げ
な
る
た
ち
挙ふ
る
ま
ひ止

。
わ
れ
は
児こ

だ
ね
も
石う
ま
ず
め女

の
。
あ
る
に
か
ひ
な
き

こ
の
と
し
月
。
恋
慕
の
仇あ
た

。
こ
の
身
ま
つ
讐か
た
き。

こ
ろ
さ
で
や
は
お
く
べ
き
」

と
、
ひ
ど
く
泣
く
。
こ
の
後
、
嫉
妬
と
憎
悪
を
抱
い
た
万
字
前
が
奸
計
を
弄

す
る
が
、
月
小
夜
母
子
は
家
臣
の
助
け
で
落
ち
の
び
る
（
第
四
編
）。

『
霊
鐘
記
』に
お
け
る
同
様
の
場
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
万
寿
ノ
前
の

嫉
妬
は
し
だ
い
に
激
し
さ
を
増
し
、
良
政
と
月
小
夜
の
寝
所
に
轆
轤
首
の
姿

で
現
れ
、
月
小
夜
を
奸
計
に
陥
れ
る
。
し
か
し
、
悪
事
が
露
見
す
る
と
、
娘

の
香
首
姫
を
残
し
て
逃
走
す
る
。
逃
げ
た
万
寿
ノ
前
は
、
頼
る
人
も
な
く
極

貧
の
生
活
を
送
り
、
己
の
境
遇
と
月
小
夜
へ
の
憎
し
み
に
狂
っ
て
い
く
。
そ

う
し
て
、「
丑
ノ
時
参
リ
」
の
場
面
に
繋
が
る
。
万
寿
ノ
前
は
「
春
日
大
明
神

ノ
若
宮
」
で
呪
い
の
儀
式
を
行
い
、
月
小
夜
は
奇
病
に
倒
れ
て
「
七
転
八
倒
」

し
て
苦
し
む
。
陰
陽
師
の
占
い
で「
瞋シ
ン
イ恚

ノ
焔
」に
よ
る
病
苦
と
判
明
し
、
万

寿
ノ
前
の
呪
い
の
影
響
で
あ
る
と
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
呪
い
が
成

就
す
る
日
を
迎
え
、
万
寿
ノ
前
は
、「
己
レ
能ヨ
ク

モ
此
面ツ
ラ

ヲ
以
テ
、
良
政
卿
ノ
心

ヲ
融ト
ラ
カ
シ
、斯カ
ク
迄マ
テ
我
ニ
憂
目
ヲ
サ
セ
、比
翼
連
理
ト
云イ
ヽ
カ
ハ通
シ
タ
ル
其
中
ヲ
、情

ナ
ク
モ
踈ウ
ト
クナ

シ
ヌ
。（
中
略
）
恋
慕
ノ
敵
、
我
身
ノ
怨ア
タ

。
思
オ
モ
イ
シ
ラ

知
セ
ン
思
知
」
と
、

泣
き
喚
く
（
巻
之
三
）。

こ
う
し
て
細
部
を
比
較
す
る
と
、『
霊
鐘
記
』
の
万
寿
ノ
前
は
、
夫
の
愛
情

を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
憎
し
み
の
念
が
生
じ
、
そ
れ
が
悪
事
の
源
動
力
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、『
石
言
遺
響
』
の
万
字
前
は
、
月
小
夜
が
子
ど
も
を
二
人

も
生
ん
だ
こ
と
で
嫉
妬
心
を
抱
き
、
自
身
が
「
石
女
」
で
あ
る
こ
と
に
劣
等

感
を
感
じ
て
い
る
。

『
石
言
遺
響
』で
は
、
月
小
夜
母
子
が
姿
を
隠
し
た
後
、
万
字
前
は
悪
の
道

に
転
落
し
て
い
く
が
、
こ
の
箇
所
は
『
霊
鐘
記
』
に
見
え
ず
、
典
拠
は
未
詳

で
あ
る
。
万
字
前
は
、「
ま
す
〳
〵
功
言
を
も
て
夫
を
欺
き
。
己
に
諛へ
つ
らふ

も
の

は
忠
な
き
を
も
賞
し
。
お
の
れ
に
逆
ふ
も
の
は
忠
有
を
も
罰
し
。」と
い
う
よ

う
に
、
振
る
舞
い
が
大
胆
に
な
る
。
し
か
し
、
長
谷
観
音
か
ら
帰
る
途
中
で

急
病
に
倒
れ
、
過
去
の
悪
事
が
露
見
し
、
良
政
の
屋
敷
か
ら
逃
走
す
る
。
途

中
で
隈
高
業
右
衛
門
に
助
け
ら
れ
夫
婦
と
な
る
が
、
業
右
衛
門
は
「
兇
勇
の

剛し
れ
も
の弼

」
で
山
賊
を
生
業
と
し
て
い
た
。
夫
の
行
い
に
悩
ん
だ
先
妻
は
病
死
し
、

一
子
八
五
郎
も
父
の
行
い
に
泣
き
続
け
て
盲
目
と
な
っ
て
い
た
。
万
字
前
は

夫
の
本
性
を
知
っ
て
も
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
山
賊
の
妻「
鏨
た
が
ね

」
（
（
（

と
改
名
し
、
む

し
ろ
夫
を
叱
咤
激
励
す
る
よ
う
に
な
る（
第
六
編
）。
こ
う
し
て
、
万
字
前
は
、

月
小
夜
迫
害
か
ら
行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
き
、
悪
人
と
し
て
の
残
虐
さ
も
増

し
て
い
く
。

ま
た
、
万
字
前
は
四
〇
歳
近
い
年
齢
で
、
業
右
衛
門
と
の
間
に
待
望
の
実

子
を
も
う
け
る
。
万
字
前
は
こ
の
女
児
を
枝
折
と
名
付
け
て
溺
愛
し
、
継
子

16
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の
八
五
郎
を
虐
待
す
る
。
八
五
郎
が
父
を
諫
め
よ
う
と
そ
の
矢
を
受
け
て
亡

く
な
り
、
業
右
衛
門
は
呆
然
と
し
て
数
日
間
自
宅
に
籠
る
。
万
字
前
は
そ
れ

を
見
て
、
八
五
郎
に
自
身
と
娘
を
思
い
か
え
て
養
え
と
急
き
立
て
る
。
業
右

衛
門
の
反
応
は
「
聞き
く

も
う
る
さ
く
て
」
と
あ
り
、
万
字
前
と
の
間
に
心
理
的

な
距
離
感
が
生
じ
始
め
る
。
悪
心
が
再
び
生
じ
た
業
右
衛
門
は
、
通
り
す
が

り
の
妊
婦
（
月
小
夜
の
娘
で
あ
る
小
石
）
を
殺
し
、
仏
像
を
奪
っ
て
帰
宅
す

る
が
、
万
字
前
は
死
体
か
ら
追
剥
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
責
め
る
。
業
右
衛

門
は
、
強
欲
す
ぎ
る
妻
を
「
膽き
も

ふ
と
き
女
」「
不
敵
の
女
」
だ
と
考
え
、
禍
の

元
凶
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
出
奔
す
る
（
第
六
編
～
第
八
編
）。
こ
の
よ
う

に
、
万
字
前
は
い
っ
そ
う
悪
人
ら
し
く
振
舞
い
、「
兇
勇
の
剛
者
」
で
あ
る
夫

か
ら
も
恐
れ
ら
れ
る
ほ
ど
、
極
悪
ぶ
り
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
万
字
前
と
万
寿
ノ
前
は
、
こ
の
後
ど
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
る
の

か
。
先
に
、『
霊
鐘
記
』
の
内
容
を
確
認
す
る
。
前
述
し
た
呪
い
の
儀
式
の
場

に
お
い
て
、
高
徳
の
老
僧
が
、
狂
乱
す
る
万
寿
ノ
前
を
発
見
す
る
。
老
僧
は

「
嫉
妬
ノ
念
力
」に
驚
き
つ
つ
も
、
万
寿
ノ
前
を
教
化
し
て
正
気
に
戻
そ
う
と

す
る
。
万
寿
ノ
前
は
、
や
が
て
自
ら
念
佛
を
唱
え
、「
身シ
ン
イ
ニ
ウ
ナ
ン

意
柔
軟
」
に
な
る
。

そ
の
上
で
、「
熟
ツ
ク
〳
〵

思
ヒ
合
ス
レ
バ
、
人
ノ
悪ア
シ
キハ

ナ
キ
モ
ノ
ヲ
、
我
悪
ヨ
リ
人

ヲ
嫉ネ
タ
ムト

心
付
、
悪ニ
ク

シ
苦ツ
ラ

シ
ノ
心
ハ
去サ
ツ

テ
、
自
業
自
得
ノ
罪
ヲ
懺
悔
」し
て
、
尼

と
な
る（
巻
之
三
）。
前
述
し
た
他
の
箇
所
も
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
万
寿
ノ

前
の
悪
事
は
、
一
貫
し
て
夫
の
寵
愛
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
怒
り
や
悲
し

み
に
基
づ
い
て
い
た
。

対
す
る
、『
石
言
遺
響
』
で
は
ど
う
か
。
万
字
前
の
最
期
に
は
春
木
伝
内
が

遭
遇
す
る
。
伝
内
は
良
政
の
臣
下
で
あ
り
、
月
小
夜
母
子
を
逃
が
し
て
、
子

ら
を
養
っ
た
。
伝
内
が
妻
の
小
石
の
仇
を
追
う
道
中
、「
柏
原
の
孤
館
」
で
落

と
し
穴
に
、
宿
の
女
児
が
落
ち
て
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
る
。
宿
の
主
は

万
字
前
で
あ
り
、
旅
人
が
女
児
を
殺
し
た
と
怒
り
狂
う
。
そ
こ
に
伝
内
が
現

れ
、
万
字
前
を
主
君
良
政
の
元
妻
と
見
破
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す

る
。
万
字
前
は
突
然
自
害
を
試
み
、
自
身
の
出
自
や
親
の
遺
恨
、
実
子
へ
の

執
着
心
に
基
づ
い
た
悪
事
の
動
機
を
語
り
、
懺
悔
し
て
息
絶
え
る（
第
十
編
）。

本
作
全
体
の
あ
ら
す
じ
を
踏
ま
え
る
と
、
万
字
前
が
零
落
す
る
様
子
に
連

動
し
て
、
そ
の
凶
悪
さ
が
増
し
て
い
く
過
程
が
、
段
階
を
お
っ
て
か
な
り
丁

寧
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
久
方
ぶ
り
に
万
字
前
を
見
た
伝
内
が
、

「
こ
の
婦
人
。
積
悪
発あ
ら
は
れ覚

て
斯か
く

零れ
い
ら
く落

し
。
こ
の
暴
悪
を
な
す
に
こ
そ
。
世
に
お

そ
る
べ
き
女
な
り
け
れ
」
と
、
そ
の
凶
悪
さ
の
極
ま
り
に
驚
く
記
述
も
あ
る
。

『
霊
鐘
記
』
と
比
較
す
る
と
、『
石
言
遺
響
』
の
万
字
前
は
、
単
純
な
嫉
妬
心

か
ら
で
は
な
く
、
複
雑
な
心
情
に
基
づ
い
て
い
て
行
動
し
て
い
た
。

三
　
悪
事
の
動
機
と
実
子
へ
の
執
着

『
石
言
遺
響
』と
典
拠
の
比
較
を
踏
ま
え
、
万
字
前
が
悪
事
を
重
ね
た
要
因

を
考
え
る
。
本
文
冒
頭
で
は
、
藤
原
宗
行
の
「
女
人
に
生
を
引
。
障
礙
を
な

さ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
提
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
本
文
で
宗
行
は
登
場

せ
ず
、
厄
災
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
場
面
で
明
確
に
怨
霊
の
影
響
が
描
か
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。「
生
を
引
」
と
い
う
表
現
は
、『
太
平
記
（
（
（

』
や
演
劇
作
品
（
（1
（

に

も
見
え
、「
生
ま
れ
か
わ
る
」
の
意
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
が
、
本
文
の
時
系

列
か
ら
し
て
、
怨
霊
た
ち
の
談
合
の
直
後
に
蛇
身
鳥
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
討
伐
の
功
で
良
政
に
万
字
前
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
宗
行
が
万
字
前
に
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生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
設
定
と
は
考
え
に
く
い
。
本
作
全
体
の
内
容
を
踏

ま
え
る
と
、「
女
人
に
影
響
を
与
え
、
何
ら
か
の
災
い
を
な
す
」
と
い
っ
た
意

で
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
万
字
前
は
、
宗
行
の
怨
霊
の
影
響
を
受
け
、
悪
事

を
重
ね
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

万
字
前
が
自
害
す
る
場
面
に
は
、
悪
人
ら
し
い
出
自
と
悪
事
の
動
機
が
示

さ
れ
て
い
る
。
万
字
前
は
、
鹽
飽
三
郎
勝
重
の
娘
で
、「
生う
ま
れ
し
年
丙ひ
の
え
う
ま
午
の

お
な
じ
月
日
。
し
か
も
午う
ま

の
尅こ
く

の
日
蝕
」
と
い
う
不
吉
な
出
生
か
ら
周
囲
に

忌
み
嫌
わ
れ
る
。
両
親
は
万
字
前
を
捨
て
は
し
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
政
争

が
起
き
、
父
勝
重
が
月
小
夜
の
父
俊
基
に
討
た
れ
る
。
万
字
前
は
一
旦
零
落

し
た
後
、
宮
中
に
召
さ
れ
て
良
政
に
下
賜
さ
れ
る
。
月
小
夜
が
現
れ
る
と
、

「
旧
怨
さ
ら
に
弥い
や

ま
し
て
」、
仇
の
娘
を
討
と
う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
過
去
を
筋
違
い
の
怨
み
に
よ
る
も
の
と
し
、
山
賊
と
し
て
の
悪
行
も
含

め
て
「
悪
報
遂つ
い

に
ま
ぬ
か
れ
ず
。
わ
が
児こ

を
殺
す
天
罰
に
。
三
十
年
の
非
を

し
り
ぬ
。」
と
述
懐
す
る
。
万
字
前
が
死
ぬ
と
、
伝
内
は
「
万
字
前
暴
悪
な
り

と
い
へ
ど
も
。
主
君
の
前
妻
な
り
。
わ
れ
家け
ら
い隷

の
身
に
し
あ
れ
ば
。
そ
の
死

後
の
恥
を
か
く
さ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
考
え
、
館
を
焼
き
払
い
、
母
子

の
死
骸
を
火
葬
す
る
。

馬
琴
の
読
本
作
品
に
お
け
る
悪
女
像
の
類
型
を
考
察
し
た
中
尾
和
昇
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る（

（1
（

。

た
と
え
、「
旧
怨
」
を
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
彼
女
の
「
直
な

ら
ざ
る
」
性
格
、
す
な
わ
ち
悪
性
を
決
定
づ
け
る
要
因
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、「
怨
霊
憑
依
」
と
い
う
外
的
要
因
に
よ
っ
て
、

万
字
前
と
い
う
悪
女
が
形
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仏
教
長
編
説
話
と
読
本
の
関
連
性
を
論
じ
た
田
中
則
雄
は
、
人
物
造
形
の

特
徴
か
ら
、
万
字
前
に
対
す
る
作
者
の
意
識
を
指
摘
す
る
。

彼
女
は
出
奔
し
て
強
盗
の
妻
と
な
り
極
悪
の
道
へ
と
転
落
し
滅
ん
で
行

く
の
で
あ
り
、『
霊
鐘
記
』
の
万
寿
ノ
前
の
如
き
救
い
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。（
中
略
）
善
と
悪
の
対
立
と
い
う
構
図
の
中
、
彼
女
は
終
始

悪
の
側
に
、
し
か
も
生
来
の
悪
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
馬

琴
が
示
そ
う
と
し
た
の
は
、
人
間
の
善
心
悪
心
、
善
行
悪
行
の
底
部
に
、

人
力
で
は
如
何
と
も
な
し
難
い
宿
縁
が
大
き
く
存
在
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る（

（1
（

。

中
尾
論
は
、
宗
行
の「
怨
霊
憑
依
」が
万
字
前
の
悪
女
化
の
原
因
と
し
、
悪

事
に
本
人
の
出
自
や
性
質
が
直
接
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
か

し
、
田
中
論
で
は
、
万
字
前
を
生
来
の
悪
人
と
位
置
づ
け
、
人
力
を
超
越
す

る
宿
怨
に
よ
っ
て
、
悪
の
道
に
零
落
す
る
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
論
で
は
万
字
前
の
性
質
と
悪
事
に
手
を
染
め
る
過

程
、作
中
で
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、改

め
て
万
字
前
の
情
報
を
整
理
す
る
。

○　

出
自　

→　

不
吉
な
生
ま
れ
・
父
親
は
月
小
夜
の
父
に
討
た
れ
る

○　

性
格　

→　

素
直
で
は
な
い
・
言
葉
を
偽
り
本
心
を
隠
す

○　

悪
事
の
動
機　

→　

月
小
夜
の
出
産
・
自
身
の
不
妊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
小
夜
へ
の
旧
怨
・
業
右
衛
門
と
の
野
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
子
へ
の
執
着

加
え
て
、
作
品
構
成
の
面
か
ら
見
る
と
、
万
字
前
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
月
小
夜
の
縁
者
は
、
月
小
夜
の
父
親
で
あ
る
俊
基
を
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供
養
す
る
た
め
、
鐘
建
立
を
悲
願
と
し
て
お
り
、
月
小
夜
・
娘
の
小
石
・
息

子
の
幸
樹
丸
・
小
石
の
夫
春
木
伝
内
が
そ
れ
ぞ
れ
尽
力
す
る
。
万
字
前
の
方

は
、
宗
行
の
怨
霊
の
影
響
を
受
け
、
万
字
前
自
身
が
月
小
夜
母
子
を
迫
害
し
、

業
右
衛
門
は
妊
婦
の
小
石
を
惨
殺
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
俊
基
は
月
小
夜
の

縁
者
に
影
響
を
与
え
、
宗
行
は
万
字
前
の
縁
者
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
、

作
中
で
の
二
つ
の
大
き
な
展
開
が
並
列
し
、
物
語
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
大
高
洋
司
も
指
摘
し
て
お
り
、「
実
際
、『
石
言
遺
響
』
の

文
芸
的
内
実
の
中
核
部
分
を
な
し
て
い
る
の
は
、
日
野
三
位
良
政
を
め
ぐ
る

万
字
前
と
月
小
夜
と
の
葛
藤
な
の
で
あ
る
。」
と
す
る（

（1
（

。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
文
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○　

俊
基
の
怨
霊　

→　

月
小
夜
・
小
石
・
幸
樹
丸
・
春
木
伝
内　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

鐘
供
養
・
小
石
の
仇
討

○　

宗
行
の
怨
霊　

→　

万
字
前
・
業
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

月
小
夜
親
子
へ
の
加
害

万
字
前
に
関
す
る
文
脈
が
作
品
を
構
成
す
る
大
き
な
あ
ら
す
じ
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
展
開
の
軸
に
な
る
の
が
、
実
子
へ
の
執
着
で
あ
る
。

月
小
夜
へ
の
嫉
妬
と
迫
害
は
、
仇
の
娘
に
先
を
越
さ
れ
た
と
い
う
憎
し
み
と

同
時
に
、
自
身
に
子
が
い
な
い
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
た
。
業
右
衛
門
と
の

間
に
生
ま
れ
た
枝
折
に
関
し
て
は
、
溺
愛
の
様
子
が
散
見
さ
れ（

（1
（

、
夫
を
圧
倒

す
る
ほ
ど
に
略
奪
行
為
を
催
促
し
た
の
も
、「
女む
す
め児

に
よ
き
衣き
ぬ

被き

せ
。
心
の

ま
ゝ
に
育そ
だ
てん

」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
山
賊
の
夫
が
失
踪

し
、
旅
人
を
自
ら
手
に
か
け
る
ほ
ど
悪
心
が
極
ま
っ
て
も
、
旅
人
に
向
け
て

仕
掛
け
た
罠
で
娘
が
死
ん
だ
と
知
る
と
、
己
の
悪
報
を
悟
っ
て
自
害
し
た

（
第
十
編
）。
こ
の
よ
う
に
万
字
前
の
行
動
は
、
実
子
へ
の
執
着
心
と
強
く
連

動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

万
字
前
に
は
、
悪
人
に
な
る
こ
と
を
運
命
づ
け
る
生
い
立
ち
や
、
悪
心
を

抱
き
や
す
い
性
格
、
度
重
な
る
悪
事
と
い
う
、
い
か
に
も
悪
人
ら
し
い
特
徴

が
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
作
全
体
を
通
し
て
、
実
子
を
欲
し
て
溺
愛
す

る
側
面
を
多
分
に
見
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
嫉
妬
で
恋
敵
を
害
し
、

山
賊
に
与
し
て
継
子
を
虐
待
す
る
悪
女
で
あ
っ
て
も
、
怨
霊
の
影
響
や
本
人

の
境
遇
、
実
子
へ
の
執
着
と
い
う
要
素
を
含
ま
せ
る
こ
と
で
、
同
情
を
誘
う

よ
う
な
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
馬
琴
作
品
に
お
け
る
悪
女

作
者
の
作
品
群
に
お
い
て
、
万
字
前
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。
馬
琴
の
後
期
読
本
に
は
、
様
々
な
造
形
の
悪
女
が
登
場
す
る
。『
石

言
遺
響
』
以
前
の
例
を
確
認
し
て
み
る
。

先
に
半
紙
本
読
本
の
例
を
挙
げ
る
。『
月げ
つ

氷ひ
よ
う

奇き

縁え
ん

』
の
「
漣さ
ゞ
な
み漪

」
は
、
冤

罪
で
死
亡
し
た
腰
元
で
、
怨
霊
と
な
っ
て
怪
異
を
な
し
、
元
主
人
一
家
に
禍

を
な
す（

（1
（

。『
稚わ
か
え
の
は
と

枝
鳩
』
の
「
専お
さ
め」

は
、
素
行
が
悪
い
自
身
の
連
れ
子
を
追
い
出

さ
れ
、
こ
れ
を
恨
ん
で
夫
と
継
子
た
ち
を
害
そ
う
と
す
る
。「
茶
挽
の
長
」
は
、

金
で
買
収
さ
れ
、
未
亡
人
の
息
津
に
悪
人
と
の
婚
姻
を
勧
め
る（

（1
（

。

次
に
中
本
型
読
本
の
例
も
挙
げ
る（

（1
（

。『
高た
か

尾を

舩せ
ん

字じ

文も
ん

』
で
は
、
女
中
の
「
沖

の
井
」
が
悪
人
と
協
力
し
、
主
君
の
妻
萩
の
方
に
不
貞
の
濡
衣
を
着
せ
、
萩

の
方
は
自
害
す
る
。
ま
た
、
遊
女
の
「
高
尾
」
に
は
本
命
の
相
手
が
い
た
が
、
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高
尾
の
母
「
も
み
じ
婆
」
が
、
貴
人
に
娘
を
し
つ
こ
く
勧
め
る
。
高
尾
は
貴

人
の
密
書
を
盗
み
、
争
っ
た
末
に
切
り
殺
さ
れ
る（

（2
（

。

先
行
し
た
悪
女
像
か
ら
、
万
字
前
と
類
似
す
る
例
を
取
り
上
げ
て
比
較
す

る
。
実
子
を
溺
愛
し
て
継
子
を
虐
げ
る
例
と
し
て
、『
稚
枝
鳩
』
に
登
場
す
る

「
専（

（2
（

」が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
は
、
作
中
で
善
人
た
ち
の
縁
者
で
あ
る
が
、

「
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ぬ
」性
質
で
、
実
子
の
殖
栗
弾
八
・
字
九
郎
兄
弟
は
悪
事
を

繰
り
返
す
。
専
の
夫
余
綾
福
六
が
兄
弟
を
追
い
出
す
と
、
専
は
こ
れ
を
恨
ん

で
福
六
の
連
れ
子
た
ち
を
虐
げ
る
。
し
か
し
、
密
通
相
手
の
道
玄
と
と
も
に
、

追
い
出
さ
れ
た
実
子
と
奸
計
を
弄
す
る
。
や
が
て
、
夫
と
継
子
た
ち
の
毒
殺

を
試
み
る
が
、
計
画
に
使
う
毒
石
を
誤
っ
て
食
し
、「
七
転
八
起
し
て
狂
ひ
死じ
に

に
ぞ
死し
ゝ

た
り
け
る
。
自
業
自
得
。
隠い
ん
ど
く慝

の
悪む
く
ひ報

。
お
そ
ろ
し
と
い
ふ
も
お
ろ

か
な
り
。」と
い
う
有
様
で
、
夫
と
と
も
に
変
死
す
る
。
福
六
・
専
夫
妻
の
葬

式
で
は
、
火
叉
の
妖
怪
が
死
体
を
運
び
去
ろ
う
と
す
る
が
、
福
六
の
連
れ
子

呉
松
と
高
僧
の
龍
澤
和
尚
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る（

（2
（

。

専
は
実
子
と
共
に
悪
事
を
働
き
、
因
果
応
報
の
最
期
を
迎
え
る
。
悪
事
を

な
す
背
景
が
詳
述
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
強
い
遺
恨
が
関
わ
る
よ
う
な
複

雑
な
動
機
も
な
い
。
死
後
に
は
妖
怪
に
死
体
を
喰
わ
れ
か
け
、
悪
人
と
し
て

悲
惨
な
報
い
を
受
け
る
。

他
方
、
子
ど
も
に
関
わ
る
悪
事
と
い
う
観
点
で
見
れ
ば
、『
高
尾
舩
字
文
』

の
「
も
み
じ
婆
」
が
想
起
さ
れ
る
。
も
み
じ
婆
は
、「
巧こ
う
け
ん言

を
以
て
頼
か
ね
を

す
か
し
。
お
の
れ
ら
親
子
か
口
を
ぬ
ら
さ
ん
」
と
考
え
、
本
命
の
相
手
が
い

る
娘
の
高
尾
を
、
強
引
に
貴
人
の
頼
兼
に
沿
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
高
尾
は
頼

兼
の
密
書
を
奪
い
、
本
命
の
男
と
自
身
の
生
活
を
保
障
す
る
よ
う
迫
る
が
、

激
怒
し
た
頼
兼
に
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
も
み
じ
婆
は
娘
が
手
打
ち
に
さ
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
頼
兼
の
前
で
は
殊
勝
に
振
舞
う
。
だ
が
、
突
如
大
群
の
兵

が
押
し
寄
せ
、「
察
す
る
所
高
尾
が
母
。
娘
が
仇あ
た

を
報
ぜ
ん
と
。
鬼
貫
仁
木
へ

手
引
な
し
。
我
を
引
込
む
は
か
り
こ
と
。」と
疑
わ
れ
、
川
に
落
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
を
、
小
舟
で
逃
走
す
る
。

も
み
じ
婆
は
、
実
子
が
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
ぬ
よ
う
に
注
力
し
、
娘
の

死
後
は
仇
に
報
復
を
な
そ
う
と
し
た
と
解
さ
れ
る
。
だ
が
、
別
の
相
手
が
い

る
娘
に
対
し
て
、
金
銭
的
上
の
目
的
で
無
理
に
頼
兼
を
勧
め
て
い
る
。
専
と

比
較
す
る
と
、
も
み
じ
婆
は
、
親
子
間
で
情
報
を
十
分
に
共
有
せ
ず
、
自
身

の
欲
望
を
優
先
し
て
娘
の
意
思
は
二
の
次
に
す
る
。

専
と
も
み
じ
婆
以
外
に
、
万
字
前
と
類
似
し
た
人
物
や
子
ど
も
に
関
わ
る

特
徴
を
も
っ
た
人
物
像
は
見
当
た
ら
な
い
。
専
と
も
み
じ
婆
自
体
も
、
万
字

前
と
共
通
点
は
あ
る
が
、
作
品
全
体
を
通
し
て
、
親
の
仇
討
を
望
む
、
実
子

に
執
着
し
て
嫉
妬
に
狂
う
と
い
う
よ
う
に
、
本
人
の
心
情
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
悪
人
同
士
で
与
し
て
、
内
面
で
は
悪

事
の
計
画
ば
か
り
考
え
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

五
　「
忠
義
」
と
「
私
の
遺
恨
」、
仇
討
の
正
当
性

万
字
前
の
実
子
へ
の
執
着
心
を
論
じ
た
が
、
今
一
つ
考
え
る
べ
き
は
、
亡

父
の
仇
討
に
つ
い
て
で
あ
る
。

月
小
夜
と
万
字
前
の
行
動
の
ス
タ
ン
ス
に
は
、
亡
父
へ
の
孝
心
が
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
月
小
夜
が
亡
父
の
供
養
で
鐘
建
立
を
目
指
す
と
い
う
展

開
が
あ
り
、
万
字
前
が
亡
父
の
仇
の
子
孫
を
討
と
う
と
す
る
展
開
が
あ
る
と
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い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
怨
霊
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
万

字
前
の
行
動
の
根
本
は
月
小
夜
と
共
通
し
て
お
り
、
同
様
に
大
義
名
分
が
あ

る
と
い
う
見
方
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
の
見
解
が
わ
か
れ
る
。
田
中
論
で
は
、
万

字
前
に
つ
い
て
、「
し
か
し
そ
こ
か
ら
、
故
に
彼
女
の
悪
事
も
子
の
心
情
と
し

て
は
無
理
も
な
か
っ
た
な
ど
と
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と

し
た（

（2
（

。
中
尾
論
で
は
、
前
述
で
挙
げ
た
よ
う
に
「「
怨
霊
憑
依
」
と
い
う
外
的

要
因
」
が
万
字
前
の
悪
事
の
原
因
で
あ
っ
た
と
述
べ
る（

（2
（

。
先
に
考
察
し
た
よ

う
に
、
万
字
前
の
悪
事
の
動
機
に
は
、
親
子
の
愛
情
と
い
う
尊
重
さ
れ
る
よ

う
な
一
面
も
含
ま
れ
て
い
た
。
作
品
全
体
に
見
ら
れ
た
万
字
前
の
悪
心
の
背

景
に
、
父
へ
の
孝
心
と
子
へ
の
愛
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
報
わ
れ
な

い
万
字
前
は
、
や
や
不
憫
な
人
物
と
し
て
印
象
付
け
ら
れ
る
。
月
小
夜
と
の

相
克
に
お
い
て
、
万
字
前
に
は
少
し
も
正
当
性
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
疑
問
に
答
え
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
万
字
前
は
今
際
に
人
生
を

振
り
返
り
、自
ら
が
抱
い
た
月
小
夜
へ
の
憎
し
み
を
否
定
す
る
。
俊
基
は「
忠

義
」
の
た
め
に
亡
父
を
討
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
俊
基
本
人
や
そ
の
子
孫
を
恨

む
の
は
「
私
わ
た
く
しの

遺
恨
」
で
あ
り
、
筋
違
い
だ
っ
た
と
す
る
。
万
字
前
の
言
葉

か
ら
、「
忠
義
」
と
「
私
の
遺
恨
」
と
い
う
対
立
概
念
が
見
え
て
く
る
が
、　

こ

う
し
た
認
識
は
別
の
箇
所
で
も
確
認
で
き
る
。

近
隣
で
蛇
身
鳥
（
俊
基
）
の
騒
ぎ
が
起
き
、
月
小
夜
の
前
に
俊
基
の
怨
霊

が
現
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
。
俊
基
は
、
帝
に
「
忠
義
」
を
尽
く
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
れ
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
が
無
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
蛇
身

鳥
討
伐
で
派
遣
さ
れ
て
き
た
良
政
と
月
小
夜
が
婚
姻
す
る
こ
と
で
、
月
小
夜

自
身
が
「
世
に
出い
で

給
ふ
」
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
、
月
小
夜
は
父
の
仇
の
妻

に
な
る
こ
と
だ
と
し
て
拒
絶
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
俊
基
は
「
良
政

勅ち
よ
く
ぢ
や
う

諚
に
よ
り
て
わ
れ
を
射ゐ
る

こ
と
。
私
わ
た
く
しの

恨う
ら
みあ

る
に
あ
ら
ず
。
し
か
ら
ば
誰た
れ

を
か
仇あ
た

と
せ
ん
。」
と
述
べ
る
（
第
二
編
）。
こ
う
し
た
俊
基
と
月
小
夜
の
会

話
か
ら
は
、「
勅
諚
」
と
い
う
大
義
と
「
私
の
恨
」
と
い
う
私
事
が
対
立
し
た

場
合
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
、「
勅
諚
」
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
箇
所
は
『
霊
鐘
記
』
に
も
同
様
の
内
容
が
見
え
、
蛇
身

鳥
と
な
っ
た
月
小
夜
の
母
親
が
、
良
政
と
の
婚
姻
を
勧
め
て
い
る
。
月
小
夜

の
母
親
は
、
良
政
が
「
自ジ

ノ
遺イ
コ
ン恨

」
で
は
な
く
「
万
人
ノ
歎
ヲ
止ト
ゞ
メン

」
と
し

て
「
禁キ
ン
テ
イ庭

」
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
身
が
討
た
れ
て
も
恨
む
こ
と

は
な
い
と
す
る
（
巻
之
一
）。『
霊
鐘
記
』
の
内
容
を
受
け
て
の
表
現
と
思
わ

れ
る
が
、『
石
言
遺
響
』
の
「
忠
義
」
と
「
私
の
遺
恨
」
と
い
う
概
念
は
、
万

字
前
の
告
白
に
も
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
石
言
遺
響
』に
話
を
戻
す
。
作
中
で
は
、
公
に
認
め
ら
れ
る
事
象
が
優
先

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関
連
し
て
生
じ
る
個
人
的
な
遺
恨
は
、
互
い

の
立
場
や
利
害
が
対
立
し
た
際
に
、
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
考

慮
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
俊
基
の
帝
へ
の
「
忠
義
」
に
よ
っ
て
父
を
討
た

れ
た
万
字
前
が
、
亡
父
の
仇
討
を
意
図
し
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
、
万
字
前
の

心
情
も
肯
定
さ
れ
な
い
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
本
作
は
、物
語
の
終
盤
で
、万

字
前
の
内
心
が
全
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
を
想
起

し
、
万
字
前
の
人
生
に
悲
壮
感
を
感
じ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
万
字
前

の
行
動
の
動
機
が
否
定
さ
れ
る
理
由
は
、
作
中
で
見
ら
れ
る
倫
理
観
に
、
大
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義
と
個
人
的
な
事
情
と
い
う
対
立
概
念
が
通
底
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

万
字
前
が
も
っ
て
い
た
仇
討
の
認
識
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
一
つ
考
え

る
べ
き
点
が
あ
る
。
本
作
の
内
題
は
、『
繍
像
復
讐
石
言
遺
響
（
（2
（

』で
あ
る
。「
繍

像
復
讐
」
は
角
書
で
、「
復
讐
」
に
は
「
か
た
き
う
ち
」
と
仮
名
が
付
さ
れ
る（

（2
（

。

作
品
内
容
に
仇
討
が
関
わ
る
と
示
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
終
盤
の

春
木
伝
内
に
よ
る
妻
の
小
石
の
仇
討
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（2
（

。
該
当
す

る
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
伝
内
は
良
政
に
仕
え
て
お
り
、
月
小
夜

母
子
が
身
を
隠
す
際
に
母
子
を
保
護
す
る
役
目
を
お
う
。
し
か
し
、
月
小
夜

は
父
の
鐘
供
養
の
思
い
に
駆
ら
れ
、
尼
と
な
っ
て
失
踪
す
る
。
十
年
後
、
月

小
夜
は
成
長
し
た
子
ら
と
伝
内
に
再
会
し
、
伝
内
と
娘
の
小
石
を
夫
婦
と
な

し
、生
涯
を
終
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、伝
内
が
家
を
空
け
て
い
る
間
に
、隈

高
業
右
衛
門
（
万
字
前
の
夫
）
が
妊
婦
の
小
石
を
殺
害
す
る
。
伝
内
は
妻
の

仇
を
探
し
、
業
右
衛
門
を
討
ち
果
た
す
。

こ
う
し
た
小
石
の
死
と
伝
内
の
仇
討
は
妻
仇
討
に
あ
た
る
が（

（2
（

、
元
主
人
の

娘
と
そ
れ
に
忠
義
を
尽
く
す
家
臣
と
い
う
設
定
に
よ
っ
て
伝
内
の
正
当
性
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

本
作
の
題
と
作
品
構
成
を
め
ぐ
っ
て
、
横
山
邦
治
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

単
純
な
仇
討
ち
話
の
主
題
だ
け
に
主
力
が
注
が
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
無

間
鐘
の
伝
説
や
夜
泣
き
石
の
伝
説
が
か
ら
ん
だ
仇
討
ち
話
に
な
る
の
で

あ
っ
た（
注
五
（
（3
（

）。
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
が
意
識
的
に
は
仇
討
ち
話
で
あ

る
こ
と
、
内
題
に
繡
像
復
讐
石
言
遺
響
と
あ
り
、
柱
心
に
も
復
讐
石
言

遺
響
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
判
る
け
れ
ど
、
内
実
伝
説
も
の
と
称
し
て
い

い
ほ
ど
の
萌
芽
を
含
ん
で
い
る
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
馬
琴
の
仇
討
も
の

の
行
方
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

小
石
の
殺
害
と
そ
の
仇
討
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
本
作
全
十
編
の
う
ち
、

第
七
・
八
・
十
編
に
集
中
し
て
い
る
。
記
述
の
分
量
か
ら
し
て
も
、
こ
の
三

編
の
み
の
内
容
で
「
復
讐
」
と
題
さ
れ
る
の
は
、
納
得
が
い
き
に
く
い
と
い

う
見
解
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
本

作
の
題
が
示
す「
仇
討
」に
は
、
伝
内
だ
け
で
な
く
、
別
の
誰
か
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
含
ま
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

前
述
し
た
が
、
作
品
終
盤
で
、
万
字
前
が
当
初
は
父
の
仇
討
を
意
図
し
て

月
小
夜
母
子
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
た
と
わ
か
る
。
万
字
前
自
身
が
語
っ
た

よ
う
に
、
月
小
夜
母
子
を
陥
れ
る
計
画
は
、
当
然
正
当
化
は
で
き
な
い
。
結

局
は
、
自
身
と
子
に
そ
の
報
い
を
受
け
、
月
小
夜
と
子
孫
を
滅
ぼ
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
原
点
に
位
置
す
る
、
不
吉
な
出
生
で
も
我
が

子
を
捨
て
な
か
っ
た
親
へ
の
恩
義
と
、
父
の
仇
を
討
ち
た
い
と
い
う
執
念
は
、

伝
内
の
仇
討
と
内
容
的
に
拮
抗
し
、
作
中
で
同
様
の
比
重
が
あ
る
も
の
と
し

て
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
万
字
前
の
告
白
は
、
演
劇
に
お
け
る
「
も
ど
り
」
を
踏
ま
え
た
可

能
性
が
あ
る
。「
も
ど
り
」
は
、
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
お
け
る
演
出
・
演

技
の
用
語
で
あ
り
、
悪
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
実
は
善
人
で
あ
っ
た
場
合
を

指
す
。
善
心
に
戻
る
、
本
心
に
戻
る
と
い
う
意
味
合
い
で
も
考
え
ら
れ
、
悪

人
で
あ
る
間
に
善
心
を
覗
か
せ
る
こ
と
は
「
底
を
割
る
」
と
い
っ
て
戒
め
ら

れ
る（

（3
（

。
菱
岡
憲
司
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
の
読
本
に
は
度
々
「
も
ど
り
」
が
利
用

さ
れ
て
お
り
、
最
初
期
の
例
が
『
曲き
ょ
く
て
い
で
ん
き
は
な
か
ん
ざ
し

亭
伝
奇
花
釵
児
』（
文
化
元
年
（
一
八
〇

四
年
）刊
）で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
読
本
執
筆
を
開
始
し
た
当
時
か
ら
、
意
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識
的
に
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。
菱
岡
論
が
考
察
し
た

作
品
の
例
で
は
、
多
様
な
パ
タ
ー
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。『
石
言
遺
響
』
の

万
字
前
も
、
作
者
が
「
も
ど
り
」
を
使
っ
た
人
物
の
一
例
と
し
て
見
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
も
ど
り
」を
利
用
し
た
告
白
に
よ
っ
て
、
悪
女
万
字
前
は
一
連
の
悪
事
を

振
り
返
り
、
懺
悔
し
て
息
絶
え
る
。
本
作
は
、
そ
う
し
た
同
情
を
誘
う
よ
う

な
あ
ら
す
じ
を
終
盤
に
組
み
こ
む
こ
と
で
、
悪
人
像
の
中
に
善
人
の
よ
う
な

要
素
を
含
ま
せ
、
よ
り
複
雑
な
構
成
を
打
ち
出
し
た
作
品
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

六
　
ま
と
め
―
引
き
継
が
れ
る
悪
女
像
―

本
稿
で
は
、『
石
言
遺
響
』
に
登
場
す
る
万
字
前
を
中
心
に
考
察
し
た
。
先

行
研
究
で
は
部
分
的
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
「
実
子
へ
の
執
着
」
と
「
亡
父
の

仇
討
」
と
い
う
悪
事
の
動
機
に
つ
い
て
、
本
文
全
体
か
ら
掘
り
下
げ
る
考
察

を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
作
品
に
お
け
る
悪
人
像
と
比
較
す
る
と
、
万

字
前
に
は
、
善
人
の
よ
う
な
要
素
を
も
つ
悪
人
像
と
い
う
複
雑
な
造
形
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
作
は
、
こ
の
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
く
作
品
に
も
多
様
な
影
響
力
を
も
つ
。

万
字
前
は
、
馬
琴
作
品
の
妬
婦
像
の
初
め
と
さ
れ
、
後
続
の
作
品
で
、
そ
の

人
物
像
が
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た（

（3
（

。
ま
た
、
同
時
期
の
山
東
京
伝
『
桜
姫
全

伝
曙
草
紙
』
の
「
野
分
の
方
」
と
は
、
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
、
関
連
性
が

強
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る（

（3
（

。
万
字
前
の
造
形
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
の
作
品
に
関
す
る
考
察
に
も
、
影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。

注（1
）　
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四

年
）、
濱
田
啓
介
「「
勧
善
懲
悪
」
補
紙
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す

る
私
見
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）、
大
高
洋
司「
京
伝
、
馬

琴
と
〈
勧
善
懲
悪
〉」（『
京
伝
と
馬
琴
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
様
式
の
形
成
』
翰

林
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
2
）　
藤
村
作
編
『
日
本
文
学
大
辞
典
（
増
補
改
訂
）』（
新
潮
社
、
一
九
五
〇
～
一

九
五
二
年
）
の
「
石
言
遺
響
」（
笹
野
堅
筆
）、
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編
『
馬
琴

中
編
読
本
集
成
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）「
解
題
」
を
参
照
。

（
3
）　
半
紙
本
読
本
で
は
『
月
氷
奇
縁
』『
稚
枝
鳩
』（
二
作
と
も
文
化
二
年
（
一
八

〇
五
）
刊
）、
中
本
型
読
本
で
は
『
高
尾
舩
字
文
』（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

刊
）、『
小
説
比
翼
文
』『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』（
二
作
と
も
文
化
元
年
（
一
八
〇

四
）
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
4
）　
馬
琴
読
本
の
悪
女
像
に
つ
い
て
は
、
中
尾
和
昇
の「
悪
女
の
造
形
―
怨
霊
憑

依
と
転
生
―
」（『
馬
琴
読
本
の
様
式
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
の
論
が

あ
る
。
中
尾
論
で
は
、「
怨
霊
憑
依
」
に
よ
る
「
悪
女
化
」
が
見
ら
れ
る
『
石

言
遺
響
』
以
降
の
作
品
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。

（
5
）　
万
字
前
の
造
形
を
詳
細
に
論
じ
た
研
究
に
は
、
大
高
洋
司「『
優
曇
華
物
語
』

と
『
曙
草
紙
』
の
間
」（『
京
伝
と
馬
琴
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
様
式
の
形
成
』）、

田
中
則
雄
「
長
編
仏
教
説
話
と
読
本
」（
田
中
則
雄
『
読
本
論
考
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。
大
高
論
は
山
東
京
伝
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
の
「
野

分
の
方
」
と
本
作
の
「
万
字
前
」
を
比
較
し
、
田
中
論
は
仏
教
長
編
説
話
の
観

点
か
ら
、『
霊
鐘
山
』
の
「
万
寿
ノ
前
」
と
本
作
の
「
万
字
前
」
の
比
較
を
行
っ

た
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
万
字
前
の
造
形
を
よ
り
深
く

考
察
す
る
た
め
、本
作
と
典
拠
に
お
い
て
関
連
す
る
記
述
を
作
品
全
体
か
ら
精

査
す
る
。
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（
6
）　
良
政
と
月
小
夜
の
出
会
い
は
、
月
小
夜
が
弾
く
琴
の
「
秘
曲
」
の
音
に
誘
わ

れ
た
良
政
が
月
小
夜
の
家
を
訪
ね
る
と
い
う
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

（
7
）　
田
中
則
雄
「
長
編
仏
教
説
話
と
読
本
」
を
参
照
。
田
中
論
は
、
特
に
万
寿
ノ

前
の
出
自
と
性
質
に
関
す
る
記
述
を
重
視
す
る
。
本
論
の
内
容
は
、「
因
果
応

報
―
長
編
小
説
に
内
在
す
る
理
念
」（『
読
本
論
考
』）
に
も
同
様
の
見
解
が
示

さ
れ
る
。

（
8
）　
改
名
の
後
は
、
本
文
で「
鏨
」と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、「
万

字
前
」
と
い
う
名
称
で
統
一
す
る
。

（
9
）　『
太
平
記
』
巻
第
十
六
「
楠
正
成
兄
弟
以
下
湊
川
に
て
自
害
の
事
」
に
お
け

る
「
そ
も
そ
も
最
後
の
一
念
に
よ
つ
て
、
善
悪
生
を
拽
く
と
い
へ
り
。」
と
い

う
一
文
が
あ
る（
長
谷
川
端
校
注
・
訳『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

五
五
　
太

平
記
②
』
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）。
馬
琴
が
作
品
に
『
太
平
記
』
を
よ
く
利

用
し
た
こ
と
は
、
後
藤
丹
治『
太
平
記
の
研
究
』（
河
出
書
房
、
一
九
三
八
年
）

に
詳
し
い
。
こ
の
一
文
も
そ
う
し
た
傾
向
を
示
す
も
の
か
。

（
10
）　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』（
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
大
坂
竹
本
座
初
演
）
第
四

段
に「
湊
川
に
て
楠
木
正
成
．
最
期
の
一
念
に
よ
つ
て
生
を
引
く
と
言
ひ
し
ご

と
く
．」
と
あ
り
、『
妹
背
山
婦
女
訓
』（
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
大
坂
竹
本

座
初
演
）
第
三
段
に
も
「
人
間
最
期
の
一
念
に
よ
っ
て
輪
廻
の
生
を
引
く
と
か

や
．」
と
あ
る
（
鳥
越
文
蔵
・
長
友
千
代
治
・
大
橋
正
叔
・
黒
石
陽
子
・
林
久

美
子
・
井
上
勝
志
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

七
七
　
浄
瑠
璃
集
』

小
学
館
・
二
〇
〇
二
年
）。

（
11
）　
諸
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
一
文
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
文
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
、「
生
ま
れ
か
わ
る
」と
い
う
解
釈
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
る
。
本

稿
で
は
確
認
の
た
め
、
当
時
の
用
例
を
示
す
。

（
12
）　
注
4
を
参
照
。

（
13
）　
注
7
を
参
照
。

（
14
）　
大
高
洋
司「
文
化
三
、
四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」（『
京

伝
と
馬
琴
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
様
式
の
形
成
』）
を
参
照
。
大
高
洋
司
「『
石
言

遺
響
』
論
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
国
文
学
』
五
五
号
、
一
九

七
八
年
）
で
も
、
同
様
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
15
）　
本
稿
で
は
、
万
字
前
が
実
子
を
溺
愛
す
る
場
面
を
考
察
対
象
と
し
て
扱
う

が
、
大
高
洋
司
「『
優
曇
華
物
語
』
と
『
曙
草
紙
』
の
間
」
で
、
以
下
の
内
容

も
指
摘
さ
れ
る
。
第
七
編
で
、
業
右
衛
門
の
連
れ
子
八
五
郎
が
、
父
親
を
自
ら

の
死
で
も
っ
て
諫
め
よ
う
と
す
る
。
八
五
郎
が
雪
の
夜
に
家
を
出
て
い
く
傍

ら
、
万
字
前
の
「
女
児
枝
折
を
か
き
抱
て
、
は
や
く
臥
房
に
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
万
字
前
の
実
子
と
継
子
へ
の
扱
い
の
差
が
看
取
さ
れ
る
一
文
で
あ
る
。

（
16
）　
大
高
洋
司
「『
優
曇
華
物
語
』
と
『
曙
草
紙
』
の
間
」
で
は
、
万
字
前
と
、
そ

の
影
響
を
受
け
た
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
の
「
野
分
の
方
」
を
比
較
し
て
お
り
、

万
字
前
に
つ
い
て
は
、「
月
小
夜
母
子
の
忍
従
と
信
仰
心
の
前
で
は
ど
う
し
て

も
陰
の
薄
か
っ
た
」「
馬
琴
は
、
母
親
と
し
て
の
万
字
前
の
情
愛
を
、
と
り
た

て
て
重
要
な
も
の
と
し
て
は
描
か
な
い
」 

と
し
た
。
本
稿
で
は
、
後
述
す
る

「
四
、
馬
琴
作
品
に
お
け
る
悪
女
」
に
お
い
て
、『
石
言
遺
響
』
以
前
の
馬
琴
の

読
本
に
、万
字
前
の
よ
う
な
実
子
へ
の
執
着
心
を
描
い
た
悪
女
は
い
な
か
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
万
字
前
は
、
馬
琴
の
読
本
の
う
ち
、
親
子
の
情

愛
を
主
要
な
行
動
原
理
と
す
る
悪
女
像
の
、
最
初
の
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
17
）　『
月
氷
奇
縁
』
に
見
え
る
「
六
田
虔
婆
」
は
、
仲
介
業
を
生
業
と
し
、
主
人

公
倭
文
の
眼
病
治
療
に
も
貢
献
す
る
が
、倭
文
の
妻
に
治
療
費
を
得
さ
せ
よ
う

と
妾
奉
公
を
斡
旋
し
、そ
の
仲
介
で
得
た
金
銭
に
喜
ぶ
描
写
が
見
ら
れ
る
。
積

極
的
に
悪
事
を
な
す
人
物
で
は
な
く
、万
字
前
と
の
比
較
に
は
用
い
ら
れ
な
い

た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
18
）　
こ
こ
で
述
べ
る
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
月
氷
奇
縁
』
論
―
冒
頭

の
〈
冤
罪
事
件
〉
に
注
目
し
て
―
」（
上
方
文
藝
研
究
の
会
『
上
方
文
藝
研
究
』

第
二
〇
号
・
二
〇
二
三
年
）、「『
稚
枝
鳩
』
に
お
け
る
悪
人
像
―
『
優
曇
華
物

語
』
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
・
文

学
部
・
大
阪
大
学
文
学
会
『
待
兼
山
論
叢 

文
学
篇
』
五
七
号
、
二
〇
二
三
年
）

に
お
い
て
、
論
じ
た
。
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（
19
）　
中
本
型
読
本
に
は
、
他
に
『
小
説
比
翼
文
』『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』
な
ど
の

例
が
あ
る
が
、
万
字
前
と
似
た
特
徴
を
も
つ
人
物
像
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
本

稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
20
）　『
高
尾
舩
字
文
』
は
、
物
語
の
途
中
で
作
品
が
終
わ
り
、
作
品
末
尾
に
後
編

は
『
水
滸
累
談
子
』
に
続
く
と
あ
る
が
、
未
刊
に
終
わ
る
。
そ
の
た
め
、
善

人
・
悪
人
と
も
に
結
末
が
十
分
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
21
）　
拙
論
「『
稚
枝
鳩
』
に
お
け
る
悪
人
像
―
『
優
曇
華
物
語
』
と
の
関
連
性
を

め
ぐ
っ
て
―
」
を
参
照
。
専
は
、『
優う

曇ど
ん

華げ

物も
の
が
た
り
語
』
の
「
野ゐ

の
し
ゝ
ば
ゞ

猪
老
嫗
」
に
影
響

を
受
け
、
悪
人
に
協
力
す
る
悪
女
と
し
て
描
か
れ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

「
野
猪
老
嫗
」は
、
強
欲
か
つ
残
忍
な
人
物
で
、
妊
婦
や
赤
子
を
殺
害
す
る
。
た

だ
、『
優
曇
華
物
語
』
で
は
、
野
猪
老
嫗
の
子
ど
も
は
登
場
せ
ず
、
そ
の
点
で
、

専
・
万
字
前
の
造
形
と
は
異
な
る
。

（
22
）　
火
叉
が
死
体
を
奪
う
話
は
、
神
谷
養
勇
軒
『
新
著
聞
集
』（
寛
延
二
年
（
一

七
四
九
）
刊
）
の
「
奇
怪
篇
　
第
十
」
の
「
葬
所
に
雲
中
の
鬼
の
手
を
斬
と

る
」
に
葬
礼
に
現
れ
た
鬼
の
手
を
斬
っ
た
刀
を
「
火
車
切
」
と
名
付
け
た
と
あ

る
（『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
』
解
題
）。
な
お
、
こ
の
項
は
、
死
者
が
男
性
で
あ

り
、
専
と
共
通
す
る
点
は
見
え
ず
、
刀
の
由
来
の
み
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
篇
に
は
「
死
骸
雲
に
入
り
両
足
を
た
れ
出
す
」
に
、
火
叉
登
場
と
天
変
地
異

の
描
写
で
類
似
の
箇
所
が
あ
る
。「
殃
禍
篇
　
第
十
四
」
の
「
慳
貪
老
婆
火
車

つ
か
み
去
る
」
は
、「
世
に
火
車
と
い
へ
る
者
の
、
悪
人
を
掴
と
る
と
い
ふ
事

の
あ
り
し
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。
馬
琴
が
葬
式
の
場
面
で
、『
新
著
聞
集
』

を
利
用
し
た
と
す
る
な
ら
、「
火
車
」
に
関
す
る
複
数
項
目
を
少
し
ず
つ
取
り

合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
新
著
聞
集
』本
文
は『
日
本
随
筆
大
成
　
第

二
期
五
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
23
）　
注
7
を
参
照
。

（
24
）　
注
4
を
参
照
。

（
25
）　 

大
高
洋
司
「『
石
言
遺
響
』
論
」
に
お
い
て
、「
石
言
遺
響
」
と
い
う
題
は
、

様
々
な
「
石
」
に
関
連
し
た
地
名
・
伝
承
を
題
材
と
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
26
）　『
石
言
遺
響
』
に
つ
い
て
、
藤
岡
作
太
郎
と
後
藤
丹
治
は
、『
霊
鐘
記
』
の
改

作
に
あ
た
る
『
狭
夜
之
中
山
敵
討
』
が
典
拠
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
示
す
。
そ

の
上
で
後
藤
は
、『
繍
像
復
讐
石
言
遺
響
』
と
い
う
内
題
か
ら
、「
復か

た
き
う
ち讐」「
敵

討
」
と
い
う
書
名
に
共
通
点
が
あ
る
た
め
、「
種
本
」
は
『
狭
夜
之
中
山
敵
討
』

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
藤
岡
作
太
郎
『
藤
岡
作
太
郎
博
士
著
作
集
　
第
四
冊
　

近
代
小
説
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
）、
後
藤
丹
治
『
太
平
記
の
研
究
』

の
「
石
言
遺
響
」
に
関
す
る
記
述
を
ま
と
め
て
参
照
し
た
）。

（
27
）　
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方
と
―
』「
江
戸
に
お
け
る
仇
討
も

の
の
解
体
―
馬
琴
の
仇
討
も
の
を
中
心
に
し
て
―
」
を
参
照
。

（
28
）　
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編『
日

本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
）、
国
史
大
辞
典
編
集

委
員
会
編『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
～
一
九
九
七
年
）、
の

該
当
項
目
を
参
照
。
特
に
、
服
部
幸
雄
・
富
田
鉄
之
助
・
廣
末
保
編『【
新
版
】

歌
舞
伎
辞
典
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）「
仇
討
物
（
あ
だ
う
ち
も
の
）」
の

項
（
服
部
幸
雄
筆
）
で
は
、『
曾
我
物
語
』
を
基
幹
と
し
、
近
世
期
以
降
に
演

劇
や
小
説
作
品
に
仇
討
の
趣
向
が
広
く
用
い
ら
れ
た
と
す
る
。基
本
的
に
上
下

関
係
で
、
上
の
立
場
の
者
の
仇
を
討
つ
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

（
29
）　
注
26
を
参
照
。

（
30
）　
横
山
は
、
こ
の
「
注
五
」
で
、『
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
笹
野
堅
が
執
筆
し

た
「
石
言
遺
響
」
の
項
を
参
照
し
、
笹
野
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
支
持
す
る
。

（
31
）　
注
27
を
参
照
。 

（
32
）　『【
新
版
】
歌
舞
伎
辞
典
』「
も
ど
り
」
の
項
（
藤
田
洋
筆
）
を
参
照
。

（
33
）　
菱
岡
賢
司
「
馬
琴
読
本
に
お
け
る
「
も
ど
り
」
典
拠
考
」（
読
本
研
究
の
会

『
読
本
研
究
新
集
』
五
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

（
34
）　
注
4
を
参
照
。

（
35
）　
大
高
洋
司
「『
優
曇
華
物
語
』
と
『
曙
草
紙
』
の
間
」
を
参
照
。
野
分
の
方

は
、
万
字
前
と
同
様
に
嫉
妬
に
狂
っ
て
悪
事
を
な
し
、
最
後
は
雷
死
と
い
う
結
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末
を
迎
え
る
。万
字
前
よ
り
悪
人
と
し
て
の
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

引
用
文
献

　
本
稿
の
原
文
引
用
は
次
の
も
の
に
拠
る
。

『
高
尾
舩
字
文
』　
…
　
高
木
元
「『
高
尾
舩
字
文
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（『
説
林
』

第
四
十
三
号
、
一
九
九
五
年
）

『
小
説
比
翼
文
』　
…
　
高
木
元
校
訂
『
中
本
型
読
本
集
　
叢
書
江
戸
文
庫
25
』（
国

書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）

『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』　
…
　
徳
田
武
・
横
山
邦
治
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　

80
　
繁
野
話
　
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
　
催
馬
楽
竒
談
　
鳥
辺
山
調
綫
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
年
）

『
月
氷
奇
縁
』・『
石
言
遺
響
』　
…
　
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
　

第
一
巻
』（
汲
古
書
院
・
一
九
九
五
年
）

『
稚
枝
鳩
』　
…
　
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
　
第
二
巻
』（
汲

古
書
院
・
一
九
九
五
年
）

『
優
曇
華
物
語
』　
…
　
山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
『
山
東
京
傳
全
集
　
第
十
五

巻
』（
ぺ
り
か
ん
社
・
一
九
九
四
年
）

『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』　
…
　
大
久
保
正
編
『
国
文
学
未
翻
刻
資
料
集
』（
桜
楓
社
・

一
九
八
一
年
）、
翻
刻
は
内
田
保
廣

※
　
本
研
究
はJSPS

科
研
費
（
課
題
番
号
：24K

J1562

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。

（
い
け
だ
・
ま
き
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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